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思 考 力・表 現 力 向 上に役 立 つ 

文 章 力を測り、育てる検 定のご案 内

検
ガ

文部科学省「高校生のための学びの基礎診断」認定ツール

文章
イド
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公益財団法人 日本漢字能力検定協会
お問い合わせフォーム（https://www.kanken.or.jp/bunshouken/contact/）▶

「漢検」、「文章読解・作成能力検定」、各検定ロゴは登録商標です。



思考力・表現力向上に役立つ

「文章力」
現行の学習指導要領に対応した高校・大学入試では、

長文や複数の資料を読んで理解したうえで、論理的に思考し文章で表現する力が問われます。

希望する進路を実現するためには、文章力すなわち

「読解力（＝情報を正確に読み取る力）」と「作成力（＝自分の考えを論理的に伝える力）」を

早い段階から身につけておくことが必要です。

文章読解力や文章作成力向上のために、ぜひ「文章検」をご活用ください。

＊「文章検」の出題に際しての漢字使用は漢検の級と合わせています。文章検４級は、漢検４級（中学校在学程度）

合格者や同程度の語彙力をお持ちの児童・生徒の皆様におすすめの検定です。

※2024年2月公開・当協会調べ。

中学生 高校生 大学生・専門学校生 社会人

>>>高校入試対策
   （課題作文・長文読解）

>>>大学入試対策
   （小論文・長文読解・志望理由書）
>>>�履歴書・エントリーシートの作成

>>>履歴書・エントリーシートの作成
>>>国家試験・面接対策
>>>�公務員試験対策 
（小論文・文章理解）

>>>報告書・決裁書・提案書・
   プレゼンテーション資料の作成

文章力が必要な場面

お茶の水女子大学、東京農工大学、東洋大学、日本大学、
明治大学、金沢大学、信州大学、関西大学、
近畿大学、甲南大学、広島大学　など

活 用 校 の 詳 細 を 公 開 中！

文章検 進学

全国の大学・短期大学555校（調査対象校の52.1％）、
専修学校427校が文章検を評価。

進学時の調査書や面接で、文章検合格をアピールすることができます。

文章検コンテンツの採用目的（例）

入試対策に
表現力・論理的思考力の

トレーニングに
日頃の学習目標や
指導の効果測定に
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文章検活用団体の声

文章検に向けた学習で「書く」スピードがアップ
　当校舎では、小中学生を対象に4級から段階的に文章検を受検させています。文章検4級レベルの力が
あれば、公立高校入試でよく出題される200字程度の記述問題は十分解答できるようになります。長期休
みの講習会で文章作成指導を行っており、文章の型を使って繰り返し書かせることで、文章作成のスピード
が徐々に上がってきます。記述問題を解く力がつけば、他の教科の学習に時間が使えるため、早いうちか
ら文章検の学習を始める大切さを保護者に説明しています。
　文章検に向けた学習で「書くこと」のスピードが上がり、「合格」という目標に到達することで生徒の自信
にもつながります。今では、普段から分かりやすい文章を書こうと自主的に意識する生徒が増えてきたと感じ
ています。

森 憲行  先生

興学社学園 東大ゼミナール 北習志野校（千葉県）

塾長

文章検コンテンツは企業でも活用されています
株式会社ニュー・オータニ、オリックス生命保険株式会社、日本瓦斯株式会社、東和薬品株式会社、コープデリ生活協同組合
連合会、日本新薬株式会社、シオノギビジネスパートナー株式会社、大日本印刷株式会社 人財開発部、中津市役所（大分県）、
三菱電機株式会社 生産技術センター、日本生活協同組合連合会 人材開発室、三木プーリ株式会社、株式会社トキワ、株式
会社メディサイエンスプランニング　など

文章作成への苦手意識がなくなりました
　当塾では、中学受験を目指す小学生や、中学生を対象に文章検を実施しており、対策授業は検定1ヵ月
前から開始します。授業では、過去問題を使って文章を作成し、自分の書いた文章を発表してもらいます。基
本的には、生徒同士でお互いの文章を評価し合いながら、文章の型や表現の仕方を学んでいきます。
　この取り組みによって、文章作成への苦手意識がなくなっただけでなく、自分の考えていることをきちん
と言葉で表現できるようになりました。相手の立場をふまえて物事を考えるようになり、コミュニケーションの
基本が養われたのか、精神的にも成長した生徒が多いように感じます。そしてその成長は、他教科で学ぶ
姿勢などにも作用していると思います。

坂本 陽子  先生

都の西北学院（東京都）

国語
担当

※掲載内容（社名・所属団体・役職名等）は取材時のものです。

読解力を向上させ、社会で活躍できる子どもたちに
　本校では、学習面の３大テーマとして「読解・思考・表現」を設定しています。言葉の力を育むことを重要視
しており、日頃から文章を書いたり表現したりすることを促しています。しかし、一朝一夕で伸びる能力では無
いため、いかに指導・評価するか悩んでいました。そこで導入したのが、文章検です。
　文章検は、全国学力・学習状況調査や公立高校入試などでも問われる「文章読解力」や「作成能力」
を測定することができる検定です。本校では、中学1年生と2年生が全員受検し、毎週１時間、国語の時間
を使って指導しています。教材の一つとして『基礎から学べる！文章力ステップ』を活用し、データを含む資料
の読み取りや条件のある文章作成などの指導に役立てています。
　答えのない時代に、答えを生み出す。自分の考えを主張、表現する。自分の考えを相手に伝え、説明し納
得してもらえる能力を身につけ、社会に出た時に活躍できるような人間に育ってほしいと願っています。

林 憲治郎  先生

大阪市立墨江丘中学校（大阪府）

校長
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1,900社突破！

累積導入社数



検定級の目安 詳細は文章検ホームページでご確認ください。

合格基準は「200点満点・70%程度の得点」です。

＊出題に際しての漢字使用は、漢検の級と合わせています。

文章検で育て、測る力

文章力は複数の能力が関連した総合的な技能です。
文章検で育てる力

文章作成のプロセス

論理的文章の作成には完成までのプロセスがあり、プロセスごとに必要な能力が異なります。

必要な能力を個別に鍛えることで、効率的・効果的に文章力を向上させることができます。

テーマを
理解する

問題把握力

情報を
集める

情報収集力

最終チェック

推敲力

書く

語彙・表現力

順序を
考える

論理構成力

結論を
決める

問題解決力

完成

級 文章力向上の
目的例 中学生 高校生 大学生・

専門学校生 社会人 検定時間
準会場
検定料

2級 課題解決型学習、
企画書・提案書の作成 90分 5,500円

準2級 問題解決型学習、
小論文対策 60分 4,500円

3級
複数の情報の読み取り、

志望理由書・
実習レポートの作成

60分 4,500円

4級 図表の読み取り、
高校入試の課題作文 60分 3,500円

文章検で測る力

①基礎力

日本語の
基礎的な知識と
運用能力

②読解力

文章や
資料から得た情報を
処理する能力

③作成力

文章を
作成するための
思考力と表現力
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Ｓｔｅｐ１
目標級の設定

Ｓｔｅｐ２
教材で学習

Ｓｔｅｐ３
受検・振り返り

Ｓｔｅｐ４
進路の実現

基礎から実践レベルまで段
階的にステップアップする
構成で、無理なく文章力を
身につけられる問題集。

２級／準２級／３級／４級

各 定価７7０円（10%税込）

基礎から学べる！
文章力ステップ

詳しい解説と問題演習で確
かな文章力を養い、文章検
合格に導くテキスト。

２級／準２級／３級／４級

各 定価495円（10%税込）

文章検
公式テキスト

2年分の検定問題を収録し
た過去問題集。（Ｖｏｌ．１も
発売中）

２級／準２級／３級／４級

各 定価1,210円（10%税込）

文章検
過去問題集Ｖｏｌ．２

まんがとグループワークで
「言いたいことを正確に伝
える文章」が書けるようにな
る新しい教材。

20冊ご購入ごとに指導書を進呈

定価７7０円（10%税込）

7日でチャレンジ
文章作成ワーク

教材はＷｅｂでも購入できます！

２００点満点。

７０％程度で合格。

各設問の得点率が

ひと目で分かる。

記述問題は

解答内容に応じて

結果を表示。

団体専用　書籍注文サイト https://book.kanken.or.jp/

合格証書
あなたの文章力を証明します。

合格証明書
必要に応じて進学・就職を

希望する学校・企業へ

ご提出ください。

学習の流れ
学習教材

検定結果通知

能力証明書類（合格者のみ）
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文章検の問題例（４級）
第１問　語彙・文法

第３問　文章構成・要旨理解

第２問　資料分析

�
�
�
�
�

第
３
問

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
問
１
〜
問
４
）
に
答
え
な
さ
い
。

（
４０
点
）

最
近
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
る
か
ら
と
い
っ
て
、
紙
の
新
聞
を
読
ま
な
い
人
が
増
え
た
と
い
う
。
だ
が
、
駅
の
売
店
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が

新
聞
を
買
う
姿
は
、
毎
朝
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
新
聞
を
読
む
人
は
ま
だ
ま
だ
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

�と
こ
ろ
で
、
そ
の
紙
面
の
上
の
方
に
、
「
１３
版
」
「
１４
版
」
と
い
っ
た
数
字
が
あ
る
の
に
気
付
い
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
同
じ
日
に
発
行
さ
れ
た

同
じ
全
国
紙
の
「
○
○
新
聞
」
で
も
、
こ
の
数
字
が
違
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
�こ

の
数
字
は
一
体
何
な
の
だ
ろ
う
。

新
聞
は
、
新
聞
社
で
編
集
さ
れ
た
記
事
が
印
刷
工
場
で
印
刷
さ
れ
た
後
、
各
地
に
配
送
さ
れ
て
い
く
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
工
場
か
ら
遠
いし

地
域
と
近
い
地
域
と
で
は
届
け
る
た
め
の
時
間
が
違
う
。
そ
の
た
め
、
新
聞
社
は
、
各
地
域
に
届
け
る
た
め
の
時
間
か
ら
逆
算
し
て
、
記
事
の
締

め
切
り
時
間
を
設
定
し
て
い
る
。
こ
の
締
め
切
り
が
い
つ
な
の
か
を
表
す
の
が
、
新
聞
の
上
に
あ
る
数
字
だ
。
締
め
切
り
時
間
が
早
い
も
の
ほ
ど

数
字
が

Ａ

な
る
。
つ
ま
り
、
「
１３
版
」
と
「
１４
版
」
で
は
、
「
１３
版
」
が
よ
り
早
い
締
め
切
り
時
間
で
、
「
１４
版
」
が
そ
れ
よ
り
後
の

締
め
切
り
で
書
か
れ
た
新
聞
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
�こ

れ
は
何
を
意
味
す
る
か
。
ａ常

に
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
「
１４
版
」
よ
り
「
１３

版
」
の
方
が
、
古
い
紙
面
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
ｂ時

に
は
「
１３
版
」
に
あ
っ
た
誤
字
が
「
１４
版
」
で
直
さ
れ
て
い
た
り
、
「
１３
版
」
に
は
な
か
っ
た

特
ダ
ネ
記
事
が
「
１４
版
」
に
だ
け
載
っ
て
い
た
り
、
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

だ
か
ら
、
最
新
の
ニ
ュ
ー
ス
を
知
り
た
け
れ
ば
、
こ
の
数
字
が

Ｂ

も
の
を
買
え
ば
い
い
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
千
葉
の
自
宅
か

ら
東
京
の
会
社
に
通
勤
し
て
い
る
人
が
、
東
京
都
内
に
印
刷
工
場
を
持
つ
新
聞
社
の
朝
刊
を
買
う
場
合
、
自
宅
近
く
よ
り
通
勤
先
の
東
京
で
買
う

方
が
、
よ
り
新
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
駅
の
売
店
で
新
聞
を
買
っ
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
中
に

は
、
そ
う
い
う
人
が
案
外
た
く
さ
ん
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

８

問
１

傍
線
部
�

〜
�

の
う
ち
、
「
文
章
の
中
心
と
な
る
疑
問
」
を
述
べ
て
い
る
文
は
ど
れ
で
す
か
。
ア
〜
ウ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

傍
線
部
�

イ

傍
線
部
�

ウ

傍
線
部
�

問
２

空
欄
Ａ
・
Ｂ
に
入
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

Ａ
新
し
く

Ｂ
古
い

イ

Ａ
古
く

Ｂ
新
し
い

ウ

Ａ
小
さ
く

Ｂ
大
き
い

エ

Ａ
大
き
く

Ｂ
小
さ
い

問
３

傍
線
部
ａ
・
ｂ
は
ど
の
よ
う
な
関
係
で
す
か
。
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

傍
線
部
ａ
の
内
容
を
、
傍
線
部
ｂ
が
よ
り
具
体
的
に
解
説
し
て
い
る
。

イ

傍
線
部
ａ
の
内
容
を
、
傍
線
部
ｂ
で
否
定
し
て
い
る
。

ウ

傍
線
部
ａ
で
事
実
を
述
べ
、
傍
線
部
ｂ
で
そ
の
事
実
に
対
す
る
筆
者
の
考
え
を
述
べ
て
い
る
。

エ

傍
線
部
ａ
で
筆
者
の
考
え
を
述
べ
、
傍
線
部
ｂ
で
そ
の
根
拠
を
示
し
て
い
る
。

問
４

波
線
部
「
そ
う
い
う
人
」
は
、
本
文
中
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
表
し
て
い
ま
す
か
。
ア
〜
ウ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

千
葉
に
住
ん
で
い
て
、
東
京
に
通
勤
し
て
い
る
人
。

イ

印
刷
工
場
に
近
い
場
所
で
新
聞
を
買
っ
て
、
よ
り
新
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
人
。

ウ

最
新
の
ニ
ュ
ー
ス
が
知
り
た
く
て
、
新
聞
社
の
印
刷
工
場
が
あ
る
場
所
に
通
勤
し
て
い
る
人
。

９

問
１

傍
線
部
�

〜
�

の
う
ち
、
「
文
章
の
中
心
と
な
る
疑
問
」
を
述
べ
て
い
る
文
は
ど
れ
で
す
か
。
ア
〜
ウ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

傍
線
部
�

イ

傍
線
部
�

ウ

傍
線
部
�

問
２

空
欄
Ａ
・
Ｂ
に
入
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

Ａ
新
し
く

Ｂ
古
い

イ

Ａ
古
く

Ｂ
新
し
い

ウ

Ａ
小
さ
く

Ｂ
大
き
い

エ

Ａ
大
き
く

Ｂ
小
さ
い

問
３

傍
線
部
ａ
・
ｂ
は
ど
の
よ
う
な
関
係
で
す
か
。
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

傍
線
部
ａ
の
内
容
を
、
傍
線
部
ｂ
が
よ
り
具
体
的
に
解
説
し
て
い
る
。

イ

傍
線
部
ａ
の
内
容
を
、
傍
線
部
ｂ
で
否
定
し
て
い
る
。

ウ

傍
線
部
ａ
で
事
実
を
述
べ
、
傍
線
部
ｂ
で
そ
の
事
実
に
対
す
る
筆
者
の
考
え
を
述
べ
て
い
る
。

エ

傍
線
部
ａ
で
筆
者
の
考
え
を
述
べ
、
傍
線
部
ｂ
で
そ
の
根
拠
を
示
し
て
い
る
。

問
４

波
線
部
「
そ
う
い
う
人
」
は
、
本
文
中
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
表
し
て
い
ま
す
か
。
ア
〜
ウ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

千
葉
に
住
ん
で
い
て
、
東
京
に
通
勤
し
て
い
る
人
。

イ

印
刷
工
場
に
近
い
場
所
で
新
聞
を
買
っ
て
、
よ
り
新
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
人
。

ウ

最
新
の
ニ
ュ
ー
ス
が
知
り
た
く
て
、
新
聞
社
の
印
刷
工
場
が
あ
る
場
所
に
通
勤
し
て
い
る
人
。

９

�
�
�
�
�

第
３
問

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
問
１
〜
問
４
）
に
答
え
な
さ
い
。

（
４０
点
）

最
近
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
る
か
ら
と
い
っ
て
、
紙
の
新
聞
を
読
ま
な
い
人
が
増
え
た
と
い
う
。
だ
が
、
駅
の
売
店
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が

新
聞
を
買
う
姿
は
、
毎
朝
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
新
聞
を
読
む
人
は
ま
だ
ま
だ
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

�と
こ
ろ
で
、
そ
の
紙
面
の
上
の
方
に
、
「
１３
版
」
「
１４
版
」
と
い
っ
た
数
字
が
あ
る
の
に
気
付
い
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
同
じ
日
に
発
行
さ
れ
た

同
じ
全
国
紙
の
「
○
○
新
聞
」
で
も
、
こ
の
数
字
が
違
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
�こ

の
数
字
は
一
体
何
な
の
だ
ろ
う
。

新
聞
は
、
新
聞
社
で
編
集
さ
れ
た
記
事
が
印
刷
工
場
で
印
刷
さ
れ
た
後
、
各
地
に
配
送
さ
れ
て
い
く
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
工
場
か
ら
遠
いし

地
域
と
近
い
地
域
と
で
は
届
け
る
た
め
の
時
間
が
違
う
。
そ
の
た
め
、
新
聞
社
は
、
各
地
域
に
届
け
る
た
め
の
時
間
か
ら
逆
算
し
て
、
記
事
の
締

め
切
り
時
間
を
設
定
し
て
い
る
。
こ
の
締
め
切
り
が
い
つ
な
の
か
を
表
す
の
が
、
新
聞
の
上
に
あ
る
数
字
だ
。
締
め
切
り
時
間
が
早
い
も
の
ほ
ど

数
字
が

Ａ

な
る
。
つ
ま
り
、
「
１３
版
」
と
「
１４
版
」
で
は
、
「
１３
版
」
が
よ
り
早
い
締
め
切
り
時
間
で
、
「
１４
版
」
が
そ
れ
よ
り
後
の

締
め
切
り
で
書
か
れ
た
新
聞
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
�こ

れ
は
何
を
意
味
す
る
か
。
ａ常

に
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
「
１４
版
」
よ
り
「
１３

版
」
の
方
が
、
古
い
紙
面
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
ｂ時

に
は
「
１３
版
」
に
あ
っ
た
誤
字
が
「
１４
版
」
で
直
さ
れ
て
い
た
り
、
「
１３
版
」
に
は
な
か
っ
た

特
ダ
ネ
記
事
が
「
１４
版
」
に
だ
け
載
っ
て
い
た
り
、
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

だ
か
ら
、
最
新
の
ニ
ュ
ー
ス
を
知
り
た
け
れ
ば
、
こ
の
数
字
が

Ｂ

も
の
を
買
え
ば
い
い
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
千
葉
の
自
宅
か

ら
東
京
の
会
社
に
通
勤
し
て
い
る
人
が
、
東
京
都
内
に
印
刷
工
場
を
持
つ
新
聞
社
の
朝
刊
を
買
う
場
合
、
自
宅
近
く
よ
り
通
勤
先
の
東
京
で
買
う

方
が
、
よ
り
新
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
駅
の
売
店
で
新
聞
を
買
っ
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
中
に

は
、
そ
う
い
う
人
が
案
外
た
く
さ
ん
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

８

（
問
2
・
問
3
略
）

【設問のポイント】

「文章の中の、文や段落の役割を理解する力」「段落や文章の要

旨を理解する力」を測ります。

【設問のポイント】

「 図表から情報を正しく読み取る力 」を測ります。 

さまざまなグラフ・図・表を出題します。

【
設
問
の
ポ
イ
ン
ト
】

「
状
況
や
文
脈
に
合
う
語
句
を
選
ぶ
力
」「
提
示
さ
れ
た
文
の
前
半
に
続
け
て
、
意
味
的
に
も
文
法
的
に
も

正
し
い
文
を
作
成
す
る
力
」を
測
り
ま
す
。

第
１
問

次
の
問
い
（
問
１
・
問
２
）
に
答
え
な
さ
い
。

（
４０
点
）

問
１

次
の
１
〜
５
の
そ
れ
ぞ
れ
の
文
で
、
（

）
内
に
示
さ
れ
た
ア
〜
ウ
の
う
ち
か
ら
、
意
味
の
上
で
も
用
法
の
上
で
も
最
も
適
切
な
も
の

を
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

１

こ
の
漢
方
薬
は
、
毎
日
（
ア

継
続

イ

永
続

ウ

継
承
）
し
て
飲
み
続
け
る
必
要
が
あ
る
。

２

去
年
初
め
て
行
っ
た
海
外
旅
行
は
、
私
に
（
ア

生
鮮

イ

鋭
敏

ウ

鮮
烈
）
な
印
象
を
残
し
た
。

３

あ
の
議
員
が
本
当
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
（
ア

疑
わ
し
い

イ

危
な
っ
か
し
い

ウ

い
か
が
わ
し
い
）。

４

荷
物
が
運
べ
な
く
て
困
っ
て
い
る
人
に
（
ア

手
を
合
わ
せ
た

イ

手
を
貸
し
た

ウ

手
に
手
を
取
っ
た
）。

５

何
度
も
注
意
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
も
ま
た
門
限
を
破
っ
て
帰
っ
て
き
た
息
子
を
、
（
ア

問
答
無
用

イ

言
語
道
断

ウ

天
地
無
用
）
で
し
か
り
つ
け
た
。

２

問
２

次
の
１
〜
５
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
意
味
の
上
で
も
用
法
の
上
で
も
正
し
い
も
の
が
続
く
よ
う
に
、
最
も
適
切
な
も
の
を
、
ア
〜
ウ
の
う
ち
か

ら
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

１

私
が
こ
の
絵
を
気
に
入
っ
て
い
る
の
は
、

ア

中
央
に
描
か
れ
て
い
る
ネ
コ
が
か
わ
い
い
。

イ

動
物
が
た
く
さ
ん
描
か
れ
て
い
る
の
が
好
き
だ
。

ウ

動
物
た
ち
が
カ
ラ
フ
ル
に
描
か
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

２

電
車
の
時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
家
を
出
た
の
に
、

ア

ど
う
い
う
わ
け
か
、
乗
り
遅
れ
て
し
ま
っ
た
。

イ

遅
刻
す
る
こ
と
な
く
、
目
的
地
に
た
ど
り
つ
け
た
。

ウ

駅
に
着
い
て
、
予
定
通
り
の
電
車
に
乗
る
こ
と
が
で
き
た
。

３

お
な
か
が
痛
く
て
う
ず
く
ま
っ
て
い
た
私
を
、
保
健
委
員
が

ア

大
丈
夫
か
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
。

イ

先
生
を
呼
び
に
行
っ
て
あ
げ
た
。

ウ

保
健
室
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
た
。

４

第
１
問

次
の
問
い
（
問
１
・
問
２
）
に
答
え
な
さ
い
。

（
４０
点
）

問
１

次
の
１
〜
５
の
そ
れ
ぞ
れ
の
文
で
、
（

）
内
に
示
さ
れ
た
ア
〜
ウ
の
う
ち
か
ら
、
意
味
の
上
で
も
用
法
の
上
で
も
最
も
適
切
な
も
の

を
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

１

こ
の
漢
方
薬
は
、
毎
日
（
ア

継
続

イ

永
続

ウ

継
承
）
し
て
飲
み
続
け
る
必
要
が
あ
る
。

２

去
年
初
め
て
行
っ
た
海
外
旅
行
は
、
私
に
（
ア

生
鮮

イ

鋭
敏

ウ

鮮
烈
）
な
印
象
を
残
し
た
。

３

あ
の
議
員
が
本
当
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
（
ア

疑
わ
し
い

イ

危
な
っ
か
し
い

ウ

い
か
が
わ
し
い
）。

４

荷
物
が
運
べ
な
く
て
困
っ
て
い
る
人
に
（
ア

手
を
合
わ
せ
た

イ

手
を
貸
し
た

ウ

手
に
手
を
取
っ
た
）。

５

何
度
も
注
意
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
も
ま
た
門
限
を
破
っ
て
帰
っ
て
き
た
息
子
を
、
（
ア

問
答
無
用

イ

言
語
道
断

ウ

天
地
無
用
）
で
し
か
り
つ
け
た
。

２

第
１
問

次
の
問
い
（
問
１
・
問
２
）
に
答
え
な
さ
い
。

（
４０
点
）

問
１

次
の
１
〜
５
の
そ
れ
ぞ
れ
の
文
で
、
（

）
内
に
示
さ
れ
た
ア
〜
ウ
の
う
ち
か
ら
、
意
味
の
上
で
も
用
法
の
上
で
も
最
も
適
切
な
も
の

を
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

１

こ
の
漢
方
薬
は
、
毎
日
（
ア

継
続

イ

永
続

ウ

継
承
）
し
て
飲
み
続
け
る
必
要
が
あ
る
。

２

去
年
初
め
て
行
っ
た
海
外
旅
行
は
、
私
に
（
ア

生
鮮

イ

鋭
敏

ウ

鮮
烈
）
な
印
象
を
残
し
た
。

３

あ
の
議
員
が
本
当
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
（
ア

疑
わ
し
い

イ

危
な
っ
か
し
い

ウ

い
か
が
わ
し
い
）。

４

荷
物
が
運
べ
な
く
て
困
っ
て
い
る
人
に
（
ア

手
を
合
わ
せ
た

イ

手
を
貸
し
た

ウ

手
に
手
を
取
っ
た
）。

５

何
度
も
注
意
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
も
ま
た
門
限
を
破
っ
て
帰
っ
て
き
た
息
子
を
、
（
ア

問
答
無
用

イ

言
語
道
断

ウ

天
地
無
用
）
で
し
か
り
つ
け
た
。

２

問
２

次
の
１
〜
５
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
意
味
の
上
で
も
用
法
の
上
で
も
正
し
い
も
の
が
続
く
よ
う
に
、
最
も
適
切
な
も
の
を
、
ア
〜
ウ
の
う
ち
か

ら
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

１

私
が
こ
の
絵
を
気
に
入
っ
て
い
る
の
は
、

ア

中
央
に
描
か
れ
て
い
る
ネ
コ
が
か
わ
い
い
。

イ

動
物
が
た
く
さ
ん
描
か
れ
て
い
る
の
が
好
き
だ
。

ウ

動
物
た
ち
が
カ
ラ
フ
ル
に
描
か
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

２

電
車
の
時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
家
を
出
た
の
に
、

ア

ど
う
い
う
わ
け
か
、
乗
り
遅
れ
て
し
ま
っ
た
。

イ

遅
刻
す
る
こ
と
な
く
、
目
的
地
に
た
ど
り
つ
け
た
。

ウ

駅
に
着
い
て
、
予
定
通
り
の
電
車
に
乗
る
こ
と
が
で
き
た
。

３

お
な
か
が
痛
く
て
う
ず
く
ま
っ
て
い
た
私
を
、
保
健
委
員
が

ア

大
丈
夫
か
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
。

イ

先
生
を
呼
び
に
行
っ
て
あ
げ
た
。

ウ

保
健
室
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
た
。

４

さ
い
ば
い

第
２
問

次
の
図
は
、
二
つ
の
栽
培
方
法
で
育
て
た
バ
ジ
ル
に
つ
い
て
、
芽
が
出
て
か
ら
一
か
月
間
の
く
き
の
高
さ
を
調
べ
た
も
の
で
す
。
こ

れ
を
見
て
、
後
の
問
い
（
問
１
・
問
２
）
に
答
え
な
さ
い
。

（
２０
点
）

水
栽
培
グ
ル
ー
プ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

バジルの成長記録

くきの高さ（cm）

１日目 １１日目 ２１日目 ３１日目

４５

４０

３５

３０

２５

２０

１５

１０

５

０

土
栽
培
グ
ル
ー
プ

水栽培…養分を含んだ水に根をひたして育てる。

Ａ・Ｂ・Ｃの３株を栽培して観察

土栽培…肥料を混ぜた土に植えて育てる。

Ｄ・Ｅ・Ｆの３株を栽培して観察

６

さ
い
ば
い

第
２
問

次
の
図
は
、
二
つ
の
栽
培
方
法
で
育
て
た
バ
ジ
ル
に
つ
い
て
、
芽
が
出
て
か
ら
一
か
月
間
の
く
き
の
高
さ
を
調
べ
た
も
の
で
す
。
こ

れ
を
見
て
、
後
の
問
い
（
問
１
・
問
２
）
に
答
え
な
さ
い
。

（
２０
点
）

水
栽
培
グ
ル
ー
プ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

バジルの成長記録

くきの高さ（cm）

１日目 １１日目 ２１日目 ３１日目

４５

４０

３５

３０

２５

２０

１５

１０

５

０

土
栽
培
グ
ル
ー
プ

水栽培…養分を含んだ水に根をひたして育てる。

Ａ・Ｂ・Ｃの３株を栽培して観察

土栽培…肥料を混ぜた土に植えて育てる。

Ｄ・Ｅ・Ｆの３株を栽培して観察

６

問
１

図
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
と
し
て
正
し
い
も
の
を
、
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

十
一
日
目
に
最
も
く
き
が
短
か
っ
た
も
の
が
、
三
十
一
日
目
に
は
最
も
く
き
が
高
く
成
長
し
て
い
る
。

イ

土
栽
培
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
て
、
水
栽
培
グ
ル
ー
プ
は
、
株
ご
と
の
成
長
に
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
。

ウ

水
栽
培
グ
ル
ー
プ
は
、
土
栽
培
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
て
早
く
の
び
、
く
き
も
高
く
成
長
し
て
い
る
。

エ

三
十
一
日
目
に
は
、
水
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
く
き
の
高
さ
が
、
土
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
お
よ
そ
三
倍
に
な
っ
て
い
る
。

し
ゅ
う

か
く

問
２

次
の
条
件
で
バ
ジ
ル
を
収
穫
す
る
と
き
、
図
を
も
と
に
言
え
る
事
柄
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ

い
。条

件
１

く
き
の
高
さ
が
二
十
セ
ン
チ
を
こ
え
た
も
の
を
収
穫
す
る
。

条
件
２

収
穫
す
る
の
は
、
く
き
で
は
な
く
葉
で
あ
る
。

ア

最
も
早
く
収
穫
で
き
る
の
は
、
水
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
Ａ
株
で
あ
る
。

イ

土
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
中
に
は
、
三
十
一
日
目
を
こ
え
て
も
収
穫
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。

ウ

二
十
一
日
目
に
は
、
水
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
す
べ
て
の
株
が
収
穫
可
能
で
あ
る
。

エ

三
十
一
日
目
に
収
穫
で
き
る
も
の
を
す
べ
て
収
穫
し
た
場
合
、
水
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
方
が
、
収
穫
量
が
多
く
な
る
。

７

問
１

図
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
と
し
て
正
し
い
も
の
を
、
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

十
一
日
目
に
最
も
く
き
が
短
か
っ
た
も
の
が
、
三
十
一
日
目
に
は
最
も
く
き
が
高
く
成
長
し
て
い
る
。

イ

土
栽
培
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
て
、
水
栽
培
グ
ル
ー
プ
は
、
株
ご
と
の
成
長
に
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
。

ウ

水
栽
培
グ
ル
ー
プ
は
、
土
栽
培
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
て
早
く
の
び
、
く
き
も
高
く
成
長
し
て
い
る
。

エ

三
十
一
日
目
に
は
、
水
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
く
き
の
高
さ
が
、
土
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
お
よ
そ
三
倍
に
な
っ
て
い
る
。

し
ゅ
う

か
く

問
２

次
の
条
件
で
バ
ジ
ル
を
収
穫
す
る
と
き
、
図
を
も
と
に
言
え
る
事
柄
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ

い
。条

件
１

く
き
の
高
さ
が
二
十
セ
ン
チ
を
こ
え
た
も
の
を
収
穫
す
る
。

条
件
２

収
穫
す
る
の
は
、
く
き
で
は
な
く
葉
で
あ
る
。

ア

最
も
早
く
収
穫
で
き
る
の
は
、
水
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
Ａ
株
で
あ
る
。

イ

土
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
中
に
は
、
三
十
一
日
目
を
こ
え
て
も
収
穫
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。

ウ

二
十
一
日
目
に
は
、
水
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
す
べ
て
の
株
が
収
穫
可
能
で
あ
る
。

エ

三
十
一
日
目
に
収
穫
で
き
る
も
の
を
す
べ
て
収
穫
し
た
場
合
、
水
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
方
が
、
収
穫
量
が
多
く
な
る
。

７

問
１

図
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
と
し
て
正
し
い
も
の
を
、
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

十
一
日
目
に
最
も
く
き
が
短
か
っ
た
も
の
が
、
三
十
一
日
目
に
は
最
も
く
き
が
高
く
成
長
し
て
い
る
。

イ

土
栽
培
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
て
、
水
栽
培
グ
ル
ー
プ
は
、
株
ご
と
の
成
長
に
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
。

ウ

水
栽
培
グ
ル
ー
プ
は
、
土
栽
培
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
て
早
く
の
び
、
く
き
も
高
く
成
長
し
て
い
る
。

エ

三
十
一
日
目
に
は
、
水
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
く
き
の
高
さ
が
、
土
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
お
よ
そ
三
倍
に
な
っ
て
い
る
。

し
ゅ
う

か
く

問
２

次
の
条
件
で
バ
ジ
ル
を
収
穫
す
る
と
き
、
図
を
も
と
に
言
え
る
事
柄
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ

い
。条

件
１

く
き
の
高
さ
が
二
十
セ
ン
チ
を
こ
え
た
も
の
を
収
穫
す
る
。

条
件
２

収
穫
す
る
の
は
、
く
き
で
は
な
く
葉
で
あ
る
。

ア

最
も
早
く
収
穫
で
き
る
の
は
、
水
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
Ａ
株
で
あ
る
。

イ

土
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
中
に
は
、
三
十
一
日
目
を
こ
え
て
も
収
穫
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。

ウ

二
十
一
日
目
に
は
、
水
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
す
べ
て
の
株
が
収
穫
可
能
で
あ
る
。

エ

三
十
一
日
目
に
収
穫
で
き
る
も
の
を
す
べ
て
収
穫
し
た
場
合
、
水
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
方
が
、
収
穫
量
が
多
く
な
る
。

７

問
１

図
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
と
し
て
正
し
い
も
の
を
、
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

十
一
日
目
に
最
も
く
き
が
短
か
っ
た
も
の
が
、
三
十
一
日
目
に
は
最
も
く
き
が
高
く
成
長
し
て
い
る
。

イ

土
栽
培
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
て
、
水
栽
培
グ
ル
ー
プ
は
、
株
ご
と
の
成
長
に
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
。

ウ

水
栽
培
グ
ル
ー
プ
は
、
土
栽
培
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
て
早
く
の
び
、
く
き
も
高
く
成
長
し
て
い
る
。

エ

三
十
一
日
目
に
は
、
水
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
く
き
の
高
さ
が
、
土
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
お
よ
そ
三
倍
に
な
っ
て
い
る
。

し
ゅ
う

か
く

問
２

次
の
条
件
で
バ
ジ
ル
を
収
穫
す
る
と
き
、
図
を
も
と
に
言
え
る
事
柄
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ

い
。条

件
１

く
き
の
高
さ
が
二
十
セ
ン
チ
を
こ
え
た
も
の
を
収
穫
す
る
。

条
件
２

収
穫
す
る
の
は
、
く
き
で
は
な
く
葉
で
あ
る
。

ア

最
も
早
く
収
穫
で
き
る
の
は
、
水
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
Ａ
株
で
あ
る
。

イ

土
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
中
に
は
、
三
十
一
日
目
を
こ
え
て
も
収
穫
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。

ウ

二
十
一
日
目
に
は
、
水
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
す
べ
て
の
株
が
収
穫
可
能
で
あ
る
。

エ

三
十
一
日
目
に
収
穫
で
き
る
も
の
を
す
べ
て
収
穫
し
た
場
合
、
水
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
方
が
、
収
穫
量
が
多
く
な
る
。

７

問
１

図
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
と
し
て
正
し
い
も
の
を
、
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

十
一
日
目
に
最
も
く
き
が
短
か
っ
た
も
の
が
、
三
十
一
日
目
に
は
最
も
く
き
が
高
く
成
長
し
て
い
る
。

イ

土
栽
培
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
て
、
水
栽
培
グ
ル
ー
プ
は
、
株
ご
と
の
成
長
に
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
。

ウ

水
栽
培
グ
ル
ー
プ
は
、
土
栽
培
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
て
早
く
の
び
、
く
き
も
高
く
成
長
し
て
い
る
。

エ

三
十
一
日
目
に
は
、
水
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
く
き
の
高
さ
が
、
土
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
お
よ
そ
三
倍
に
な
っ
て
い
る
。

し
ゅ
う

か
く

問
２

次
の
条
件
で
バ
ジ
ル
を
収
穫
す
る
と
き
、
図
を
も
と
に
言
え
る
事
柄
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ

い
。条

件
１

く
き
の
高
さ
が
二
十
セ
ン
チ
を
こ
え
た
も
の
を
収
穫
す
る
。

条
件
２

収
穫
す
る
の
は
、
く
き
で
は
な
く
葉
で
あ
る
。

ア

最
も
早
く
収
穫
で
き
る
の
は
、
水
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
Ａ
株
で
あ
る
。

イ

土
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
中
に
は
、
三
十
一
日
目
を
こ
え
て
も
収
穫
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。

ウ

二
十
一
日
目
に
は
、
水
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
す
べ
て
の
株
が
収
穫
可
能
で
あ
る
。

エ

三
十
一
日
目
に
収
穫
で
き
る
も
の
を
す
べ
て
収
穫
し
た
場
合
、
水
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
方
が
、
収
穫
量
が
多
く
な
る
。

７

問
１

図
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
と
し
て
正
し
い
も
の
を
、
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

十
一
日
目
に
最
も
く
き
が
短
か
っ
た
も
の
が
、
三
十
一
日
目
に
は
最
も
く
き
が
高
く
成
長
し
て
い
る
。

イ

土
栽
培
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
て
、
水
栽
培
グ
ル
ー
プ
は
、
株
ご
と
の
成
長
に
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
。

ウ

水
栽
培
グ
ル
ー
プ
は
、
土
栽
培
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
て
早
く
の
び
、
く
き
も
高
く
成
長
し
て
い
る
。

エ

三
十
一
日
目
に
は
、
水
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
く
き
の
高
さ
が
、
土
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
お
よ
そ
三
倍
に
な
っ
て
い
る
。

し
ゅ
う

か
く

問
２

次
の
条
件
で
バ
ジ
ル
を
収
穫
す
る
と
き
、
図
を
も
と
に
言
え
る
事
柄
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ

い
。条

件
１

く
き
の
高
さ
が
二
十
セ
ン
チ
を
こ
え
た
も
の
を
収
穫
す
る
。

条
件
２

収
穫
す
る
の
は
、
く
き
で
は
な
く
葉
で
あ
る
。

ア

最
も
早
く
収
穫
で
き
る
の
は
、
水
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
Ａ
株
で
あ
る
。

イ

土
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
中
に
は
、
三
十
一
日
目
を
こ
え
て
も
収
穫
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。

ウ

二
十
一
日
目
に
は
、
水
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
す
べ
て
の
株
が
収
穫
可
能
で
あ
る
。

エ

三
十
一
日
目
に
収
穫
で
き
る
も
の
を
す
べ
て
収
穫
し
た
場
合
、
水
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
方
が
、
収
穫
量
が
多
く
な
る
。

７

（
5
略
）

第
１
問

次
の
問
い
（
問
１
・
問
２
）
に
答
え
な
さ
い
。

（
４０
点
）

問
１

次
の
１
〜
５
の
そ
れ
ぞ
れ
の
文
で
、
（

）
内
に
示
さ
れ
た
ア
〜
ウ
の
う
ち
か
ら
、
意
味
の
上
で
も
用
法
の
上
で
も
最
も
適
切
な
も
の

を
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

１

こ
の
漢
方
薬
は
、
毎
日
（
ア

継
続

イ

永
続

ウ

継
承
）
し
て
飲
み
続
け
る
必
要
が
あ
る
。

２

去
年
初
め
て
行
っ
た
海
外
旅
行
は
、
私
に
（
ア

生
鮮

イ

鋭
敏

ウ

鮮
烈
）
な
印
象
を
残
し
た
。

３

あ
の
議
員
が
本
当
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
（
ア

疑
わ
し
い

イ

危
な
っ
か
し
い

ウ

い
か
が
わ
し
い
）。

４

荷
物
が
運
べ
な
く
て
困
っ
て
い
る
人
に
（
ア

手
を
合
わ
せ
た

イ

手
を
貸
し
た

ウ

手
に
手
を
取
っ
た
）。

５

何
度
も
注
意
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
も
ま
た
門
限
を
破
っ
て
帰
っ
て
き
た
息
子
を
、
（
ア

問
答
無
用

イ

言
語
道
断

ウ

天
地
無
用
）
で
し
か
り
つ
け
た
。

２

（
2
・
3
略
）
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第４問　通信文

第５問　意見文

（
問
3
略
）

第
４
問

次
は
、
遠
方
に
引
っ
越
し
を
し
た
茶
道
部
の
前
任
の
高
橋
先
生
を
文
化
祭
に
招
待
す
る
手
紙
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問
い

（
問
１
〜
問
４
）
に
答
え
な
さ
い
。

（
４０
点
）

�

秋
も
深
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
先
生
が
引
っ
越
し
を
さ

れ
て
か
ら
、
早
い
も
の
で
も
う
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

さ
て
、
先
生
も
ご
存
じ
の
と
お
り
、
十
一
月
に
は
私
た
ち
の
学
校
の
文
化
祭
が
開
か
れ
ま
す
。
茶

道
部
で
は
例
年
通
り
お
茶
会
を
開
く
予
定
で
す
。Ａ

部
員
一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

�

お
越
し
く
だ
さ
い
。
こ
の
半
年

間
の
私
た
ち
の
活
動
の
成
果
を
知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
、
う
れ
し
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
寒
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

�

。

敬
具

十
月
二
十
一
日

内
野
理
奈

高
橋
春
美
先
生

１０

問
１

空
欄
�

に
は
手
紙
の
頭
語
が
入
り
ま
す
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

招
待
状

イ

拝
啓

ウ

こ
ん
に
ち
は

エ

前
略

問
２

空
欄
�

に
あ
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
も
の
を
、
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

な
る
べ
く

イ

ど
う
し
て
も

ウ

よ
う
こ
そ

エ

ぜ
ひ

問
３

空
欄
�

に
入
る
内
容
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

高
橋
先
生
が
新
し
い
環
境
に
早
く
慣
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す

イ

高
橋
先
生
と
文
化
祭
で
会
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す

ウ

高
橋
先
生
も
ど
う
ぞ
あ
た
た
か
く
し
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い

エ

高
橋
先
生
の
元
気
な
姿
を
な
つ
か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た

１１

問
４

文
中
の
空
欄
Ａ
に
入
る
文
章
を
、
次
の
メ
モ
書
き
の
内
容
を
入
れ
て
作
成
し
な
さ
い
。
た
だ
し
、
後
の
条
件
１
〜
４
に
合
わ
せ
な
さ
い
。

（
１
）
今
度
の
文
化
祭
で
は
、
茶
道
を
知
ら
な
い
人
た
ち
も
気
軽
に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

（
２
）
和
菓
子
じ
ゃ
な
く
ク
ッ
キ
ー
を
お
茶
菓
子
と
し
て
用
意
し
た
。

（
３
）
お
茶
会
の
日
時
な
ど
は
招
待
状
に
詳
し
く
書
い
て
い
る
の
で
、
見
て
も
ら
い
た
い
。

条
件
１

順
序
は
（
１
）→

（
２
）→

（
３
）
に
す
る
こ
と
。

条
件
２

表
現
は
手
紙
の
文
章
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
す
る
こ
と
。

条
件
３

文
の
続
き
具
合
に
注
意
し
て
、
必
要
な
ら
つ
な
ぎ
の
言
葉
を
補
っ
た
り
言
い
か
え
た
り
す
る
こ
と
。

条
件
４

１
行
２５
字
の
マ
ス
目
に
縦
書
き
で
、
必
ず
３
行
以
上
、
５
行
以
内
で
書
く
こ
と
。
句
読
点
も
１
字
と
し
て
数
え
る
。
句
読
点
が
行
頭

に
き
た
と
き
は
、
前
行
末
欄
外
に
う
っ
て
よ
い
。

こ

注

意

行
数
が
不
足
し
た
場
合
、
ま
た
は
超
え
た
場
合
は
採
点
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

３５

●
下
書
き
用

１２

第
４
問

次
は
、
遠
方
に
引
っ
越
し
を
し
た
茶
道
部
の
前
任
の
高
橋
先
生
を
文
化
祭
に
招
待
す
る
手
紙
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問
い

（
問
１
〜
問
４
）
に
答
え
な
さ
い
。

（
４０
点
）

�

秋
も
深
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
先
生
が
引
っ
越
し
を
さ

れ
て
か
ら
、
早
い
も
の
で
も
う
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

さ
て
、
先
生
も
ご
存
じ
の
と
お
り
、
十
一
月
に
は
私
た
ち
の
学
校
の
文
化
祭
が
開
か
れ
ま
す
。
茶

道
部
で
は
例
年
通
り
お
茶
会
を
開
く
予
定
で
す
。Ａ

部
員
一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

�

お
越
し
く
だ
さ
い
。
こ
の
半
年

間
の
私
た
ち
の
活
動
の
成
果
を
知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
、
う
れ
し
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
寒
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

�

。

敬
具

十
月
二
十
一
日

内
野
理
奈

高
橋
春
美
先
生

１０

問
１

空
欄
�

に
は
手
紙
の
頭
語
が
入
り
ま
す
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

招
待
状

イ

拝
啓

ウ

こ
ん
に
ち
は

エ

前
略

問
２

空
欄
�

に
あ
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
も
の
を
、
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

な
る
べ
く

イ

ど
う
し
て
も

ウ

よ
う
こ
そ

エ

ぜ
ひ

問
３

空
欄
�

に
入
る
内
容
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

高
橋
先
生
が
新
し
い
環
境
に
早
く
慣
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す

イ

高
橋
先
生
と
文
化
祭
で
会
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す

ウ

高
橋
先
生
も
ど
う
ぞ
あ
た
た
か
く
し
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い

エ

高
橋
先
生
の
元
気
な
姿
を
な
つ
か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た

１１

【
設
問
の
ポ
イ
ン
ト
】

案
内
・
依
頼
・
御
礼
な
ど
、日
常
生
活
で
必
要
な
通
信
文
を
出
題
し
ま
す
。「
手
紙
の
形
式
や
敬
語
を
正
し
く

選
択
す
る
力
」「
メ
モ
を
も
と
に
文
章
を
完
成
さ
せ
る
力
」を
測
り
ま
す
。

【
設
問
の
ポ
イ
ン
ト
】

不
特
定
多
数
の
読
み
手
に
対
し
て
説
得
力
の
あ
る
文
章
を
作
成
し
ま
す
。「
意
見
文
の
基
本
的
な
構
成

（
事
実
→
意
見
）を
理
解
し
、
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
と
条
件
の
も
と
、
論
理
的
な
文
章
を
作
成
す
る
力
」を

測
り
ま
す
。

＊
教
材
で
は
、意
見
文
の「
事
実
」（
材
料
）を
集
め
る
た
め
の「
ブ
レ
ー
ン
・
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
」も
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。

問
４

文
中
の
空
欄
Ａ
に
入
る
文
章
を
、
次
の
メ
モ
書
き
の
内
容
を
入
れ
て
作
成
し
な
さ
い
。
た
だ
し
、
後
の
条
件
１
〜
４
に
合
わ
せ
な
さ
い
。

（
１
）
今
度
の
文
化
祭
で
は
、
茶
道
を
知
ら
な
い
人
た
ち
も
気
軽
に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

（
２
）
和
菓
子
じ
ゃ
な
く
ク
ッ
キ
ー
を
お
茶
菓
子
と
し
て
用
意
し
た
。

（
３
）
お
茶
会
の
日
時
な
ど
は
招
待
状
に
詳
し
く
書
い
て
い
る
の
で
、
見
て
も
ら
い
た
い
。

条
件
１

順
序
は
（
１
）→

（
２
）→

（
３
）
に
す
る
こ
と
。

条
件
２

表
現
は
手
紙
の
文
章
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
す
る
こ
と
。

条
件
３

文
の
続
き
具
合
に
注
意
し
て
、
必
要
な
ら
つ
な
ぎ
の
言
葉
を
補
っ
た
り
言
い
か
え
た
り
す
る
こ
と
。

条
件
４

１
行
２５
字
の
マ
ス
目
に
縦
書
き
で
、
必
ず
３
行
以
上
、
５
行
以
内
で
書
く
こ
と
。
句
読
点
も
１
字
と
し
て
数
え
る
。
句
読
点
が
行
頭

に
き
た
と
き
は
、
前
行
末
欄
外
に
う
っ
て
よ
い
。

こ

注

意

行
数
が
不
足
し
た
場
合
、
ま
た
は
超
え
た
場
合
は
採
点
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

３５

●
下
書
き
用

１２

問
４

文
中
の
空
欄
Ａ
に
入
る
文
章
を
、
次
の
メ
モ
書
き
の
内
容
を
入
れ
て
作
成
し
な
さ
い
。
た
だ
し
、
後
の
条
件
１
〜
４
に
合
わ
せ
な
さ
い
。

（
１
）
今
度
の
文
化
祭
で
は
、
茶
道
を
知
ら
な
い
人
た
ち
も
気
軽
に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

（
２
）
和
菓
子
じ
ゃ
な
く
ク
ッ
キ
ー
を
お
茶
菓
子
と
し
て
用
意
し
た
。

（
３
）
お
茶
会
の
日
時
な
ど
は
招
待
状
に
詳
し
く
書
い
て
い
る
の
で
、
見
て
も
ら
い
た
い
。

条
件
１

順
序
は
（
１
）→

（
２
）→

（
３
）
に
す
る
こ
と
。

条
件
２

表
現
は
手
紙
の
文
章
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
す
る
こ
と
。

条
件
３

文
の
続
き
具
合
に
注
意
し
て
、
必
要
な
ら
つ
な
ぎ
の
言
葉
を
補
っ
た
り
言
い
か
え
た
り
す
る
こ
と
。

条
件
４

１
行
２５
字
の
マ
ス
目
に
縦
書
き
で
、
必
ず
３
行
以
上
、
５
行
以
内
で
書
く
こ
と
。
句
読
点
も
１
字
と
し
て
数
え
る
。
句
読
点
が
行
頭

に
き
た
と
き
は
、
前
行
末
欄
外
に
う
っ
て
よ
い
。

こ

注

意

行
数
が
不
足
し
た
場
合
、
ま
た
は
超
え
た
場
合
は
採
点
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

３５

●
下
書
き
用

１２

欄
内
ま
た
は

問
４

文
中
の
空
欄
Ａ
に
入
る
文
章
を
、
次
の
メ
モ
書
き
の
内
容
を
入
れ
て
作
成
し
な
さ
い
。
た
だ
し
、
後
の
条
件
１
〜
４
に
合
わ
せ
な
さ
い
。

（
１
）
今
度
の
文
化
祭
で
は
、
茶
道
を
知
ら
な
い
人
た
ち
も
気
軽
に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

（
２
）
和
菓
子
じ
ゃ
な
く
ク
ッ
キ
ー
を
お
茶
菓
子
と
し
て
用
意
し
た
。

（
３
）
お
茶
会
の
日
時
な
ど
は
招
待
状
に
詳
し
く
書
い
て
い
る
の
で
、
見
て
も
ら
い
た
い
。

条
件
１

順
序
は
（
１
）→

（
２
）→

（
３
）
に
す
る
こ
と
。

条
件
２

表
現
は
手
紙
の
文
章
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
す
る
こ
と
。

条
件
３

文
の
続
き
具
合
に
注
意
し
て
、
必
要
な
ら
つ
な
ぎ
の
言
葉
を
補
っ
た
り
言
い
か
え
た
り
す
る
こ
と
。

条
件
４

１
行
２５
字
の
マ
ス
目
に
縦
書
き
で
、
必
ず
３
行
以
上
、
５
行
以
内
で
書
く
こ
と
。
句
読
点
も
１
字
と
し
て
数
え
る
。
句
読
点
が
行
頭

に
き
た
と
き
は
、
前
行
末
欄
外
に
う
っ
て
よ
い
。

こ

注

意

行
数
が
不
足
し
た
場
合
、
ま
た
は
超
え
た
場
合
は
採
点
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

３５

●
下
書
き
用

１２

問
４

文
中
の
空
欄
Ａ
に
入
る
文
章
を
、
次
の
メ
モ
書
き
の
内
容
を
入
れ
て
作
成
し
な
さ
い
。
た
だ
し
、
後
の
条
件
１
〜
４
に
合
わ
せ
な
さ
い
。

（
１
）
今
度
の
文
化
祭
で
は
、
茶
道
を
知
ら
な
い
人
た
ち
も
気
軽
に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

（
２
）
和
菓
子
じ
ゃ
な
く
ク
ッ
キ
ー
を
お
茶
菓
子
と
し
て
用
意
し
た
。

（
３
）
お
茶
会
の
日
時
な
ど
は
招
待
状
に
詳
し
く
書
い
て
い
る
の
で
、
見
て
も
ら
い
た
い
。

条
件
１

順
序
は
（
１
）→

（
２
）→

（
３
）
に
す
る
こ
と
。

条
件
２

表
現
は
手
紙
の
文
章
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
す
る
こ
と
。

条
件
３

文
の
続
き
具
合
に
注
意
し
て
、
必
要
な
ら
つ
な
ぎ
の
言
葉
を
補
っ
た
り
言
い
か
え
た
り
す
る
こ
と
。

条
件
４

１
行
２５
字
の
マ
ス
目
に
縦
書
き
で
、
必
ず
３
行
以
上
、
５
行
以
内
で
書
く
こ
と
。
句
読
点
も
１
字
と
し
て
数
え
る
。
句
読
点
が
行
頭

に
き
た
と
き
は
、
前
行
末
欄
外
に
う
っ
て
よ
い
。

こ

注

意

行
数
が
不
足
し
た
場
合
、
ま
た
は
超
え
た
場
合
は
採
点
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

３５

●
下
書
き
用

１２

問
４

文
中
の
空
欄
Ａ
に
入
る
文
章
を
、
次
の
メ
モ
書
き
の
内
容
を
入
れ
て
作
成
し
な
さ
い
。
た
だ
し
、
後
の
条
件
１
〜
４
に
合
わ
せ
な
さ
い
。

（
１
）
今
度
の
文
化
祭
で
は
、
茶
道
を
知
ら
な
い
人
た
ち
も
気
軽
に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

（
２
）
和
菓
子
じ
ゃ
な
く
ク
ッ
キ
ー
を
お
茶
菓
子
と
し
て
用
意
し
た
。

（
３
）
お
茶
会
の
日
時
な
ど
は
招
待
状
に
詳
し
く
書
い
て
い
る
の
で
、
見
て
も
ら
い
た
い
。

条
件
１

順
序
は
（
１
）→

（
２
）→

（
３
）
に
す
る
こ
と
。

条
件
２

表
現
は
手
紙
の
文
章
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
す
る
こ
と
。

条
件
３

文
の
続
き
具
合
に
注
意
し
て
、
必
要
な
ら
つ
な
ぎ
の
言
葉
を
補
っ
た
り
言
い
か
え
た
り
す
る
こ
と
。

条
件
４

１
行
２５
字
の
マ
ス
目
に
縦
書
き
で
、
必
ず
３
行
以
上
、
５
行
以
内
で
書
く
こ
と
。
句
読
点
も
１
字
と
し
て
数
え
る
。
句
読
点
が
行
頭

に
き
た
と
き
は
、
前
行
末
欄
外
に
う
っ
て
よ
い
。

こ

注

意

行
数
が
不
足
し
た
場
合
、
ま
た
は
超
え
た
場
合
は
採
点
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

３５

●
下
書
き
用

１２

欄
内
ま
た
は

第
５
問

会
話
の
中
で
は
、
「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
」
を
「
ト
ウ
モ
コ
ロ
シ
」
と
言
う
な
ど
、
さ
さ
い
な
言
い
間
違
い
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

友
人
が
そ
の
よ
う
な
さ
さ
い
な
言
い
間
違
い
を
し
た
と
き
、
言
い
間
違
い
を
「
指
摘
す
る
方
が
よ
い
」
と
い
う
意
見
と
「
指
摘
し
な
い

方
が
よ
い
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
か
の
立
場
に
立
っ
て
、
意
見
文
を
書
き
な
さ
い
。
次
の
条
件
を
守
る
こ
と
。

（
６０
点
）

条
件
１

意
見
文
は
、
次
の
順
番
で
二
つ
の
段
落
に
分
け
て
書
く
こ
と
。

第
１
段
落

出
来
事
・
体
験
・
知
識
を
述
べ
る
。

「
友
人
の
言
い
間
違
い
を
指
摘
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
意
見
を
支
え
る
出
来
事
・
体
験
・
知
識
を
述
べ
る
。

第
２
段
落

意
見
を
述
べ
る
。

友
人
の
言
い
間
違
い
に
つ
い
て
、
「
指
摘
す
る
方
が
よ
い
」
か
「
指
摘
し
な
い
方
が
よ
い
」
の
ど
ち
ら
か
、
意
見
を
明
確
に
述

べ
る
。

条
件
２

１
行
２５
字
の
マ
ス
目
に
縦
書
き
で
、
必
ず
１０
行
以
上
、
１６
行
以
内
で
書
く
こ
と
。
句
読
点
も
１
字
と
し
て
数
え
る
。
句
読
点
が
行
頭
に

き
た
と
き
は
、
前
行
末
欄
外
に
う
っ
て
よ
い
。こ

注

意

行
数
が
不
足
し
た
場
合
、
ま
た
は
行
数
を
超
え
た
場
合
は
採
点
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

１４

第
５
問

会
話
の
中
で
は
、
「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
」
を
「
ト
ウ
モ
コ
ロ
シ
」
と
言
う
な
ど
、
さ
さ
い
な
言
い
間
違
い
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

友
人
が
そ
の
よ
う
な
さ
さ
い
な
言
い
間
違
い
を
し
た
と
き
、
言
い
間
違
い
を
「
指
摘
す
る
方
が
よ
い
」
と
い
う
意
見
と
「
指
摘
し
な
い

方
が
よ
い
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
か
の
立
場
に
立
っ
て
、
意
見
文
を
書
き
な
さ
い
。
次
の
条
件
を
守
る
こ
と
。

（
６０
点
）

条
件
１

意
見
文
は
、
次
の
順
番
で
二
つ
の
段
落
に
分
け
て
書
く
こ
と
。

第
１
段
落

出
来
事
・
体
験
・
知
識
を
述
べ
る
。

「
友
人
の
言
い
間
違
い
を
指
摘
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
意
見
を
支
え
る
出
来
事
・
体
験
・
知
識
を
述
べ
る
。

第
２
段
落

意
見
を
述
べ
る
。

友
人
の
言
い
間
違
い
に
つ
い
て
、
「
指
摘
す
る
方
が
よ
い
」
か
「
指
摘
し
な
い
方
が
よ
い
」
の
ど
ち
ら
か
、
意
見
を
明
確
に
述

べ
る
。

条
件
２

１
行
２５
字
の
マ
ス
目
に
縦
書
き
で
、
必
ず
１０
行
以
上
、
１６
行
以
内
で
書
く
こ
と
。
句
読
点
も
１
字
と
し
て
数
え
る
。
句
読
点
が
行
頭
に

き
た
と
き
は
、
前
行
末
欄
外
に
う
っ
て
よ
い
。こ

注

意

行
数
が
不
足
し
た
場
合
、
ま
た
は
行
数
を
超
え
た
場
合
は
採
点
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

１４

第
５
問

会
話
の
中
で
は
、
「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
」
を
「
ト
ウ
モ
コ
ロ
シ
」
と
言
う
な
ど
、
さ
さ
い
な
言
い
間
違
い
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

友
人
が
そ
の
よ
う
な
さ
さ
い
な
言
い
間
違
い
を
し
た
と
き
、
言
い
間
違
い
を
「
指
摘
す
る
方
が
よ
い
」
と
い
う
意
見
と
「
指
摘
し
な
い

方
が
よ
い
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
か
の
立
場
に
立
っ
て
、
意
見
文
を
書
き
な
さ
い
。
次
の
条
件
を
守
る
こ
と
。

（
６０
点
）

条
件
１

意
見
文
は
、
次
の
順
番
で
二
つ
の
段
落
に
分
け
て
書
く
こ
と
。

第
１
段
落

出
来
事
・
体
験
・
知
識
を
述
べ
る
。

「
友
人
の
言
い
間
違
い
を
指
摘
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
意
見
を
支
え
る
出
来
事
・
体
験
・
知
識
を
述
べ
る
。

第
２
段
落

意
見
を
述
べ
る
。

友
人
の
言
い
間
違
い
に
つ
い
て
、
「
指
摘
す
る
方
が
よ
い
」
か
「
指
摘
し
な
い
方
が
よ
い
」
の
ど
ち
ら
か
、
意
見
を
明
確
に
述

べ
る
。

条
件
２

１
行
２５
字
の
マ
ス
目
に
縦
書
き
で
、
必
ず
１０
行
以
上
、
１６
行
以
内
で
書
く
こ
と
。
句
読
点
も
１
字
と
し
て
数
え
る
。
句
読
点
が
行
頭
に

き
た
と
き
は
、
前
行
末
欄
外
に
う
っ
て
よ
い
。こ

注

意

行
数
が
不
足
し
た
場
合
、
ま
た
は
行
数
を
超
え
た
場
合
は
採
点
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

１４

第
５
問

会
話
の
中
で
は
、
「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
」
を
「
ト
ウ
モ
コ
ロ
シ
」
と
言
う
な
ど
、
さ
さ
い
な
言
い
間
違
い
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

友
人
が
そ
の
よ
う
な
さ
さ
い
な
言
い
間
違
い
を
し
た
と
き
、
言
い
間
違
い
を
「
指
摘
す
る
方
が
よ
い
」
と
い
う
意
見
と
「
指
摘
し
な
い

方
が
よ
い
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
か
の
立
場
に
立
っ
て
、
意
見
文
を
書
き
な
さ
い
。
次
の
条
件
を
守
る
こ
と
。

（
６０
点
）

条
件
１

意
見
文
は
、
次
の
順
番
で
二
つ
の
段
落
に
分
け
て
書
く
こ
と
。

第
１
段
落

出
来
事
・
体
験
・
知
識
を
述
べ
る
。

「
友
人
の
言
い
間
違
い
を
指
摘
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
意
見
を
支
え
る
出
来
事
・
体
験
・
知
識
を
述
べ
る
。

第
２
段
落

意
見
を
述
べ
る
。

友
人
の
言
い
間
違
い
に
つ
い
て
、
「
指
摘
す
る
方
が
よ
い
」
か
「
指
摘
し
な
い
方
が
よ
い
」
の
ど
ち
ら
か
、
意
見
を
明
確
に
述

べ
る
。

条
件
２

１
行
２５
字
の
マ
ス
目
に
縦
書
き
で
、
必
ず
１０
行
以
上
、
１６
行
以
内
で
書
く
こ
と
。
句
読
点
も
１
字
と
し
て
数
え
る
。
句
読
点
が
行
頭
に

き
た
と
き
は
、
前
行
末
欄
外
に
う
っ
て
よ
い
。こ

注

意

行
数
が
不
足
し
た
場
合
、
ま
た
は
行
数
を
超
え
た
場
合
は
採
点
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

１４

＊出題に際しての漢字使用は、漢検の級と合わせています。

第
５
問

【
６０
点
】

作
成
例
１

こ
の
前
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
友
だ
ち
と
話
を
し
て
い
た
ら
、

友
だ
ち
が
「
ふ
ん
い
き
」
の
こ
と
を
「
ふ
い
ん
き
」
と
言
い
間
違

え
た
。
私
は
言
い
間
違
い
に
気
づ
い
て
は
い
た
が
、
今
は
久
々
の

会
話
を
楽
し
も
う
と
思
っ
て
、
そ
の
場
で
指
摘
は
し
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
話
が
続
い
て
い
く
中
で
、
な
ん
と
な
く
そ
の
言
い
間
違

い
が
気
に
な
っ
て
、
話
に
集
中
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
せ
い
で
、

後
で
と
ん
ち
ん
か
ん
な
質
問
を
し
て
し
ま
い
、
「
そ
れ
、
さ
っ
き

私
が
説
明
し
た
よ
ね
。
聞
い
て
な
か
っ
た
ん
だ
ね
。」と
あ
き
れ
さ

せ
て
し
ま
っ
た
。

友
だ
ち
が
言
い
間
違
え
た
場
合
、
そ
の
言
い
間
違
い
が
気
に
な

っ
て
話
そ
の
も
の
を
聞
き
逃
す
よ
う
に
な
っ
て
は
困
る
。
言
い
間

違
い
は
き
ち
ん
と
指
摘
す
る
べ
き
だ
。
そ
の
方
が
会
話
に
集
中
で

き
る
。

（
２５
字
×
１３
行
）

作
成
例
２

先
日
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
数
人
で
話
し
て
い
た
と
き
、
私
は
「
ウ

ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
」
の
こ
と
を
「
ウ
ィ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
」
と

言
い
間
違
え
た
。
す
る
と
、
同
じ
く
会
話
に
参
加
し
て
い
た
友
人

が
そ
の
場
で
指
摘
し
て
き
た
。
「
ご
め
ん
、
間
違
え
て
い
た
ね
。」

と
言
っ
た
後
、
話
を
続
け
よ
う
と
し
た
が
、
な
ん
と
な
く
話
が
途

中
で
さ
え
ぎ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
気
が
し
た
。
わ
い
わ
い
と
楽
し
く

話
を
し
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
そ
の
後
の
会
話
は
さ
っ
き
の
言
い

間
違
い
の
よ
う
に
ま
た
間
違
え
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
い
う
こ
と
も

気
に
な
っ
て
、
あ
ま
り
楽
し
め
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

友
だ
ち
が
言
い
間
違
え
た
場
合
、
内
容
に
大
き
く
影
響
を
与
え

な
い
、
さ
さ
い
な
言
い
間
違
い
で
あ
れ
ば
、
指
摘
し
な
い
方
が
よ

い
。
そ
の
方
が
会
話
の
全
体
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
が
な
い
。
ま

た
楽
し
ん
で
会
話
し
て
い
る
最
中
に
、
相
手
に
気
ま
ず
い
思
い
を

さ
せ
な
く
て
す
む
。

（
２５
字
×
１４
行
）

お
わ
り

第
５
問

【
６０
点
】

作
成
例
１

こ
の
前
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
友
だ
ち
と
話
を
し
て
い
た
ら
、

友
だ
ち
が
「
ふ
ん
い
き
」
の
こ
と
を
「
ふ
い
ん
き
」
と
言
い
間
違

え
た
。
私
は
言
い
間
違
い
に
気
づ
い
て
は
い
た
が
、
今
は
久
々
の

会
話
を
楽
し
も
う
と
思
っ
て
、
そ
の
場
で
指
摘
は
し
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
話
が
続
い
て
い
く
中
で
、
な
ん
と
な
く
そ
の
言
い
間
違

い
が
気
に
な
っ
て
、
話
に
集
中
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
せ
い
で
、

後
で
と
ん
ち
ん
か
ん
な
質
問
を
し
て
し
ま
い
、
「
そ
れ
、
さ
っ
き

私
が
説
明
し
た
よ
ね
。
聞
い
て
な
か
っ
た
ん
だ
ね
。」と
あ
き
れ
さ

せ
て
し
ま
っ
た
。

友
だ
ち
が
言
い
間
違
え
た
場
合
、
そ
の
言
い
間
違
い
が
気
に
な

っ
て
話
そ
の
も
の
を
聞
き
逃
す
よ
う
に
な
っ
て
は
困
る
。
言
い
間

違
い
は
き
ち
ん
と
指
摘
す
る
べ
き
だ
。
そ
の
方
が
会
話
に
集
中
で

き
る
。

（
２５
字
×
１３
行
）

作
成
例
２

先
日
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
数
人
で
話
し
て
い
た
と
き
、
私
は
「
ウ

ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
」
の
こ
と
を
「
ウ
ィ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
」
と

言
い
間
違
え
た
。
す
る
と
、
同
じ
く
会
話
に
参
加
し
て
い
た
友
人

が
そ
の
場
で
指
摘
し
て
き
た
。
「
ご
め
ん
、
間
違
え
て
い
た
ね
。」

と
言
っ
た
後
、
話
を
続
け
よ
う
と
し
た
が
、
な
ん
と
な
く
話
が
途

中
で
さ
え
ぎ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
気
が
し
た
。
わ
い
わ
い
と
楽
し
く

話
を
し
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
そ
の
後
の
会
話
は
さ
っ
き
の
言
い

間
違
い
の
よ
う
に
ま
た
間
違
え
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
い
う
こ
と
も

気
に
な
っ
て
、
あ
ま
り
楽
し
め
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

友
だ
ち
が
言
い
間
違
え
た
場
合
、
内
容
に
大
き
く
影
響
を
与
え

な
い
、
さ
さ
い
な
言
い
間
違
い
で
あ
れ
ば
、
指
摘
し
な
い
方
が
よ

い
。
そ
の
方
が
会
話
の
全
体
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
が
な
い
。
ま

た
楽
し
ん
で
会
話
し
て
い
る
最
中
に
、
相
手
に
気
ま
ず
い
思
い
を

さ
せ
な
く
て
す
む
。

（
２５
字
×
１４
行
）

お
わ
り

第
５
問

【
６０
点
】

作
成
例
１

こ
の
前
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
友
だ
ち
と
話
を
し
て
い
た
ら
、

友
だ
ち
が
「
ふ
ん
い
き
」
の
こ
と
を
「
ふ
い
ん
き
」
と
言
い
間
違

え
た
。
私
は
言
い
間
違
い
に
気
づ
い
て
は
い
た
が
、
今
は
久
々
の

会
話
を
楽
し
も
う
と
思
っ
て
、
そ
の
場
で
指
摘
は
し
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
話
が
続
い
て
い
く
中
で
、
な
ん
と
な
く
そ
の
言
い
間
違

い
が
気
に
な
っ
て
、
話
に
集
中
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
せ
い
で
、

後
で
と
ん
ち
ん
か
ん
な
質
問
を
し
て
し
ま
い
、
「
そ
れ
、
さ
っ
き

私
が
説
明
し
た
よ
ね
。
聞
い
て
な
か
っ
た
ん
だ
ね
。」と
あ
き
れ
さ

せ
て
し
ま
っ
た
。

友
だ
ち
が
言
い
間
違
え
た
場
合
、
そ
の
言
い
間
違
い
が
気
に
な

っ
て
話
そ
の
も
の
を
聞
き
逃
す
よ
う
に
な
っ
て
は
困
る
。
言
い
間

違
い
は
き
ち
ん
と
指
摘
す
る
べ
き
だ
。
そ
の
方
が
会
話
に
集
中
で

き
る
。

（
２５
字
×
１３
行
）

作
成
例
２

先
日
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
数
人
で
話
し
て
い
た
と
き
、
私
は
「
ウ

ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
」
の
こ
と
を
「
ウ
ィ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
」
と

言
い
間
違
え
た
。
す
る
と
、
同
じ
く
会
話
に
参
加
し
て
い
た
友
人

が
そ
の
場
で
指
摘
し
て
き
た
。
「
ご
め
ん
、
間
違
え
て
い
た
ね
。」

と
言
っ
た
後
、
話
を
続
け
よ
う
と
し
た
が
、
な
ん
と
な
く
話
が
途

中
で
さ
え
ぎ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
気
が
し
た
。
わ
い
わ
い
と
楽
し
く

話
を
し
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
そ
の
後
の
会
話
は
さ
っ
き
の
言
い

間
違
い
の
よ
う
に
ま
た
間
違
え
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
い
う
こ
と
も

気
に
な
っ
て
、
あ
ま
り
楽
し
め
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

友
だ
ち
が
言
い
間
違
え
た
場
合
、
内
容
に
大
き
く
影
響
を
与
え

な
い
、
さ
さ
い
な
言
い
間
違
い
で
あ
れ
ば
、
指
摘
し
な
い
方
が
よ

い
。
そ
の
方
が
会
話
の
全
体
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
が
な
い
。
ま

た
楽
し
ん
で
会
話
し
て
い
る
最
中
に
、
相
手
に
気
ま
ず
い
思
い
を

さ
せ
な
く
て
す
む
。

（
２５
字
×
１４
行
）

お
わ
り

第
５
問

【
６０
点
】

作
成
例
１

こ
の
前
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
友
だ
ち
と
話
を
し
て
い
た
ら
、

友
だ
ち
が
「
ふ
ん
い
き
」
の
こ
と
を
「
ふ
い
ん
き
」
と
言
い
間
違

え
た
。
私
は
言
い
間
違
い
に
気
づ
い
て
は
い
た
が
、
今
は
久
々
の

会
話
を
楽
し
も
う
と
思
っ
て
、
そ
の
場
で
指
摘
は
し
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
話
が
続
い
て
い
く
中
で
、
な
ん
と
な
く
そ
の
言
い
間
違

い
が
気
に
な
っ
て
、
話
に
集
中
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
せ
い
で
、

後
で
と
ん
ち
ん
か
ん
な
質
問
を
し
て
し
ま
い
、
「
そ
れ
、
さ
っ
き

私
が
説
明
し
た
よ
ね
。
聞
い
て
な
か
っ
た
ん
だ
ね
。」と
あ
き
れ
さ

せ
て
し
ま
っ
た
。

友
だ
ち
が
言
い
間
違
え
た
場
合
、
そ
の
言
い
間
違
い
が
気
に
な

っ
て
話
そ
の
も
の
を
聞
き
逃
す
よ
う
に
な
っ
て
は
困
る
。
言
い
間

違
い
は
き
ち
ん
と
指
摘
す
る
べ
き
だ
。
そ
の
方
が
会
話
に
集
中
で

き
る
。

（
２５
字
×
１３
行
）

作
成
例
２

先
日
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
数
人
で
話
し
て
い
た
と
き
、
私
は
「
ウ

ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
」
の
こ
と
を
「
ウ
ィ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
」
と

言
い
間
違
え
た
。
す
る
と
、
同
じ
く
会
話
に
参
加
し
て
い
た
友
人

が
そ
の
場
で
指
摘
し
て
き
た
。
「
ご
め
ん
、
間
違
え
て
い
た
ね
。」

と
言
っ
た
後
、
話
を
続
け
よ
う
と
し
た
が
、
な
ん
と
な
く
話
が
途

中
で
さ
え
ぎ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
気
が
し
た
。
わ
い
わ
い
と
楽
し
く

話
を
し
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
そ
の
後
の
会
話
は
さ
っ
き
の
言
い

間
違
い
の
よ
う
に
ま
た
間
違
え
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
い
う
こ
と
も

気
に
な
っ
て
、
あ
ま
り
楽
し
め
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

友
だ
ち
が
言
い
間
違
え
た
場
合
、
内
容
に
大
き
く
影
響
を
与
え

な
い
、
さ
さ
い
な
言
い
間
違
い
で
あ
れ
ば
、
指
摘
し
な
い
方
が
よ

い
。
そ
の
方
が
会
話
の
全
体
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
が
な
い
。
ま

た
楽
し
ん
で
会
話
し
て
い
る
最
中
に
、
相
手
に
気
ま
ず
い
思
い
を

さ
せ
な
く
て
す
む
。

（
２５
字
×
１４
行
）

お
わ
り

第
５
問

【
６０
点
】

作
成
例
１

こ
の
前
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
友
だ
ち
と
話
を
し
て
い
た
ら
、

友
だ
ち
が
「
ふ
ん
い
き
」
の
こ
と
を
「
ふ
い
ん
き
」
と
言
い
間
違

え
た
。
私
は
言
い
間
違
い
に
気
づ
い
て
は
い
た
が
、
今
は
久
々
の

会
話
を
楽
し
も
う
と
思
っ
て
、
そ
の
場
で
指
摘
は
し
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
話
が
続
い
て
い
く
中
で
、
な
ん
と
な
く
そ
の
言
い
間
違

い
が
気
に
な
っ
て
、
話
に
集
中
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
せ
い
で
、

後
で
と
ん
ち
ん
か
ん
な
質
問
を
し
て
し
ま
い
、
「
そ
れ
、
さ
っ
き

私
が
説
明
し
た
よ
ね
。
聞
い
て
な
か
っ
た
ん
だ
ね
。」と
あ
き
れ
さ

せ
て
し
ま
っ
た
。

友
だ
ち
が
言
い
間
違
え
た
場
合
、
そ
の
言
い
間
違
い
が
気
に
な

っ
て
話
そ
の
も
の
を
聞
き
逃
す
よ
う
に
な
っ
て
は
困
る
。
言
い
間

違
い
は
き
ち
ん
と
指
摘
す
る
べ
き
だ
。
そ
の
方
が
会
話
に
集
中
で

き
る
。

（
２５
字
×
１３
行
）

作
成
例
２

先
日
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
数
人
で
話
し
て
い
た
と
き
、
私
は
「
ウ

ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
」
の
こ
と
を
「
ウ
ィ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
」
と

言
い
間
違
え
た
。
す
る
と
、
同
じ
く
会
話
に
参
加
し
て
い
た
友
人

が
そ
の
場
で
指
摘
し
て
き
た
。
「
ご
め
ん
、
間
違
え
て
い
た
ね
。」

と
言
っ
た
後
、
話
を
続
け
よ
う
と
し
た
が
、
な
ん
と
な
く
話
が
途

中
で
さ
え
ぎ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
気
が
し
た
。
わ
い
わ
い
と
楽
し
く

話
を
し
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
そ
の
後
の
会
話
は
さ
っ
き
の
言
い

間
違
い
の
よ
う
に
ま
た
間
違
え
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
い
う
こ
と
も

気
に
な
っ
て
、
あ
ま
り
楽
し
め
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

友
だ
ち
が
言
い
間
違
え
た
場
合
、
内
容
に
大
き
く
影
響
を
与
え

な
い
、
さ
さ
い
な
言
い
間
違
い
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ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
」
の
こ
と
を
「
ウ
ィ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
」
と

言
い
間
違
え
た
。
す
る
と
、
同
じ
く
会
話
に
参
加
し
て
い
た
友
人

が
そ
の
場
で
指
摘
し
て
き
た
。
「
ご
め
ん
、
間
違
え
て
い
た
ね
。」

と
言
っ
た
後
、
話
を
続
け
よ
う
と
し
た
が
、
な
ん
と
な
く
話
が
途

中
で
さ
え
ぎ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
気
が
し
た
。
わ
い
わ
い
と
楽
し
く

話
を
し
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
そ
の
後
の
会
話
は
さ
っ
き
の
言
い

間
違
い
の
よ
う
に
ま
た
間
違
え
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
い
う
こ
と
も

気
に
な
っ
て
、
あ
ま
り
楽
し
め
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

友
だ
ち
が
言
い
間
違
え
た
場
合
、
内
容
に
大
き
く
影
響
を
与
え

な
い
、
さ
さ
い
な
言
い
間
違
い
で
あ
れ
ば
、
指
摘
し
な
い
方
が
よ

い
。
そ
の
方
が
会
話
の
全
体
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
が
な
い
。
ま

た
楽
し
ん
で
会
話
し
て
い
る
最
中
に
、
相
手
に
気
ま
ず
い
思
い
を

さ
せ
な
く
て
す
む
。
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友
だ
ち
と
話
を
し
て
い
た
ら
、

友
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「
ふ
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違
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。
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は
言
い
間
違
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に
気
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は
い
た
が
、
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久
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の
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を
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も
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と
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て
、
そ
の
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で
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摘
は
し
な
か
っ
た
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し
、
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が
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て
い
く
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で
、
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と
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く
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の
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い
間
違
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が
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、
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。
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、
「
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、
さ
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き

私
が
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し
た
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。
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。」と
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れ
さ

せ
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し
ま
っ
た
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友
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が
言
い
間
違
え
た
場
合
、
そ
の
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い
間
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に
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っ
て
話
そ
の
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の
を
聞
き
逃
す
よ
う
に
な
っ
て
は
困
る
。
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い
間
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）

お
わ
り

（
1
）（
2
）（
3
）の
つ
な
が
り
具
合
に
注
意
し
て
、必
要
な
ら
つ
な
ぎ
の
言
葉
を
補
っ
た
り
言
い
か
え
た
り
す
る
こ
と
。

表
現
は
手
紙
の
文
章
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
す
る
こ
と
。
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